
平成 30 年 11 月 13 日(火) 

                                    横浜在宅看護協議会 

 

看護職交流会アンケート集計 

   所属：医療機関看護師（退院支援>17・連携室>2・病棟>8・その他>4）  

訪問看護師（管理者>12・スタッフ>9・その他>1・）         

無回答>9    ※複数回答あり  

 

1. 講演について「がん患者の在宅移行時のタイミングを考えよう」の講演はいかがでしたか？ 

 

□大変満足･･･25 

  実際の症例を聞いて、あるあるとうなずくことが多くありました。 

  病院では移行のタイミングとても難しく感じる事があります。 

  病院によっても異なるタイミングがあることも分かりました。参考に当院での動きについても 

  考えたいと思います。 

□満足･･･29 

  タイミングが大事であると多くの講義をきいて振り返りをしていましたが、良いも十分 

  でなくても、意思決定支援、思いによりそい話しあうことが大事だと考えました。 

  病棟でも移行のタイミングで困るケースが多い印象があります。講演で知る事ができたので、 

  活かしていきたいです。 

  在宅移行困難案件に対し、患者と医師の関係が大事だと思いました 

   

□普通･･･5 

□不満･･･0 

 

 

2.看護職交流会ついて総合的にご満足いただけましたか  

  

 □大変満足･･･21  

   情報交換出来てよかったです 

   要支援で来られると困ったりすることなど知らなかった。大変貴重なお話しが聞けた 

   現場の声がきけて非常に貴重な時間できた 

   具体的なやりとりをより具体的に知る機会になりました 

 

□満足･･･28 

  それぞれの立ち位置の悩みを知る事ができた 

  病棟にいるとわからないこと、また他病院の現状がわかってよかったです 

  今後、退院支援を行っていく上で、貴重な意見をもらう事ができ参考になった 

  訪看の方との基調な交流となり、色々な話を聞く事ができました 

  グループワークの時間がもう少し長いと深く話しが出きて良かったと思う 

 



□普通･･･7 

  訪看の思いを知り、具体的連携を考える必要性を感じました。 

  8 分毎に人が入れ替わったので、様々な意見を聞く事ができたが、同じ話しに繰り返しに 

  なってしまう場面もあり、入れ替えをするにしてももう少し長いスパンでも良いのではないか 

  と思いました。 

 

□不満･･･1 

  忙しかった、もう少ししっかり交流したかったです 

無回答･･･2 

 

 

3.訪問看護ステーションと病院との連携をはかる上での御意見をお聞かせ下さい。 

 単位が少なくても地域の訪看から話しができる機会が増えるといいなと思いました。 

 （大きすぎると詳しい話しができなかったりすると） 

 病院との勉強会とかコンサルテーションをお願いしたい。同行訪問をお願いしたい。 

 指示書記入の際、Dr が記入内容が分からない、チェックすれば良いだけの記入用紙になれば 

 よいという意見が HP より出ていた 

 こういう機会があったら顔の見える連携が出来て、その後に生かせそうです。 

 交流で顔合わせをし、意見交換をすることが大切だと思いました 

 介護保険申請のタイミング等は訪看ステーションによりご意見も違い、情報を得られて良かった 

 定期的なカンファレンス 

 大切です 

 グループワークのテーマを明確にして下さるともっとディスカッションしやすかったと思う 

 病院の現状も理解出来て良かった 

 小規模多機能のことが学べてよかった 

 色々な訪問看護師の方との情報交換ができとてもありがたかった。名刺交換出来てよかったです 

 患者、家族の思いを最も大事に考えて、意志が明確になるような告知をするべきと考える 

 訪問看護ステーションごとの得意なこと、特徴が分かると、この患者さんはここに頼もうと選び 

 やすいです 

 地域へつなげるタイミングは難しいとは思いましたが、みなさんの意見をききとても参考になった 

 もっと Dr に地域を知ってもらい(訪問ステーションで出来ること)地域へ帰せるイメージを広げた 

 いと思っています 

 一度、退院してしまうと、病院との関係がそこで終了というイメージがあるので、是非チームとし 

 て連携していけたらと思います 

 お互いに知らない事が多く、連携は大切です。顔の見える関係は大切だと思います。 

 退院前カンファㇾンスで話し合いは行っているが、ケアや処置が中心になってしまっているように 

 思う。患者、家族の思い受け止め、ACP を含めた情報を共有できるとよいと思った 

 顔がみえるという所では、今後の連携をとるためにはとてもよい。わからない事も聞きやすくなる 

 と思う 

 早めの介入ということが key と思いました 

  

 



いつもお世話になっており、いつも多忙な中、急なお願いを受けてくださり感謝しております 

 外来病棟勤務 Ns は実際に入院中の Pt が在宅で生活される姿(特に医療処置のある方)を、イメージ 

 出来ているのでしょうか。 

 ステーションを知る事必要があると思いました。 

 このような交流会必ずある年に一回必要ですね 

 初回訪問の時にどうだったか？など、つなげてどうだったかということはおききしたいと思う 

 

 

4.横浜在宅看護協議会へのご意見・ご要望等ありましたら、ご自由にご記入ください。 

 情報交換ができてよかったです。 

 顔のみえるつながりができると今後に生かせます。ありがとうございました。 

 訪問看護の方とお話しすることが出来て(病院勤務なので)、どういうケースでも相談してよいこと 

 が解かり、訪問看護をもっと導入させていきたいという気持ちになりました。 

 訪問看護ステーションの方の意見もきくことができて大変参考になった 

 今日のような時間設定の会だと出席しやすいです 

 もう少しゆっくりお話しができればよかったです 

 心強いです 

 このような研修を企画していただけると学びになります 

 

 

             

会員 25 名 役員 6 名 

病院 18 院 40 名 

参加数 71 

アンケート数 59 

             

 

 


